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研究成果の概要 

我々ヒトを含む哺乳類の成体は，損傷を受けた心筋組織を元通りに再生させる能力を

持たない．しかし出生直後の哺乳類の新生仔は，損傷を受けた心筋組織を心筋細胞の細胞

分裂促進を介して修復できる．この新生仔の心筋再生能は，出生後数日で起こる心筋細胞

の細胞分裂の停止と同調して喪失する．したがって，この新生仔期の心筋細胞の細胞分裂

停止のメカニズムを明らかにすることで，成体でも心筋再生を誘導することができると考

えられる． 

我々は哺乳類種間での比較トランスクリプトーム解析により，5’-AMP–activated 

protein kinase（AMPK）シグナルが出生後の心筋細胞の細胞周期停止に重要であることを

見出した (Circulation, 2022)．現在，AMPKシグナルの上流および下流での制御因子の探索

を進めている．上流については，JST創発田中パネルの岩部真人日本医科大学教授との共

同研究により，遺伝子改変マウスを用いた解析を進めている．下流についてはミトコンド

リア代謝制御が重要であるという知見を得つつある． 
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